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た ま し よ う こ

先週の月曜日に久しぶりに雪がふりました。昼前から降り出した雪
で校庭が白くなっていくの見て、子どもたちは興奮していました。昼
休みには、校庭に積もった雪で雪だるまを作ったり、雪合戦のような
ことして遊んだりしている子どもの多く、久しぶりの雪を楽しんでいる
ようでした。その日の夜も雪が降り続き、翌朝の登校が心配された
ため１時間遅れの登校となりました。先生たちで、児童玄関前や周
辺の道路など、雪かきをして子どもたちの登校を待ちましたが、凍結
することもなく、無事に登校することができました。ご家庭においては
急な対応だったと思いますが、ご協力ありがとうございました。

校舎のひみつ ～ 朝礼 玉小むかしシリーズ４より ～

創立１５０周年に関連させて今年度の全校朝礼は玉小の昔のことを
映像を見せながらリモートで話しています。今回は「玉小の校舎のひみつ」
です。
創立当初は、近隣のいくつかのお寺の建物を借りて学習していました。

それから２０年たった頃に初めて玉小としての校舎が建てられました。た
だ、前橋の学校で使っていた校舎を移築したので、写真を見るとつっかえ
棒もしてあります。でも、今から１３０年前の記念すべき最初の校舎で
す。
それからさらに２０年ぐらいたつと、木造の立派な校舎が建てられまし

た。この校舎は補修したり、増築したりしながら９０年近く使われていた
ようなので、少し前に玉小を卒業した方には懐かしい校舎だと思います。
そして今の校舎が４９年前に建てられました。木がいろいろな所に使

われていたり、廊下も少なく教室配置も工夫されていたりして、当時とし
ても画期的な校舎だったと思います。当時の校舎図を見てみると、中庭
が広く、現在ある中校舎がなかったり、体育館の南側にも
校舎があったり、北校舎の教室が狭かったり、釜があったり
と、今とは少し違っていることに気づきます。この校舎を増築
したり、補修したりしながら、今にいたります。
玉小に来た人は、「きれいな学校ですね」と言ってくれま

す。この５０年前に建てた校舎がきれいなのは、掃除をき
ちんとしたり、汚さないようにしたりして大事に使ってきたか
らだと思います。これからもこの校舎を大切の使っていきま
しょう。
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玉小っ子の体力は？ ～全国体力・運動能力・運動週間調査～
全国体力・運動能力・運動週間調査も結果が届きました。こ

れは、全国の５年生を対象にした調査で、１学期に行った体力
測定の結果とアンケート調査を提出したものがまとめられ、指
導に生かしていくものです。玉小の結果は、体力合計点は全国
平均を上回っています。特に、２０ｍシャトルラン（持久力）、長
座体前屈（柔軟性）が高くなっています。一方男子のソフトボー
ル投げは低くなっていました。サーキットトレーニングで投げる運
動を取り入れていますが、継続的におこなっていく必要がある
と思います。
運動習慣では、運動の大切さはわかっているものの、体育以外で運動をする機会が少ないという現状もわか

りました。時間や場所等の制限がありますが、外遊びを勧めたり、体を動かす楽しさを味わわせたりしながら、自
分から運動をしようという意欲を高めていきたいと思います。ご家庭でも、家族で体を動かす機会をつくっていっ
てほしいと思います。

体育館に響く心地よい歌声 ～ 音楽集会 ～
今年度の音楽集会は全員が集まって体育館で行っていま いのちの歌

す。音楽集会に向けて、音楽の時間や各クラスで練習をして、 生きてゆくことの意味 問いかけるそのたびに

全校で合わせています。全校で合わせてみて初めてハーモニ 胸をよぎる 愛しい人々のあたたかさ

ーが分かることもあります。２月の音楽集会では、「いのちの この星の片隅で めぐり会えた奇跡は

歌」を歌いました。低学年の子は歌詞を理解することは難しい どんな宝石よりも たいせつな宝物

かもしれませんが、「生まれてきてこと」「育ててもらえたこと」 泣きたい日もある 絶望に嘆く日も

「出会ったこと」「笑ったこと」、そのすべてに、そして命にありが そんな時そばにいて 寄り添うあなたの影

とう、という歌詞です。１年が終わろうとするこの時期にぴった 二人で歌えば 懐かしくよみがえる

りな曲です。特に卒 ふるさとの夕焼けの 優しいあのぬくもり

業をひかえた６年 本当に大事なものは 隠れて見えない

生には是非歌詞の ささやかすぎる日々の中に

意味を考えて歌って かけがえのない喜びがある

ほしいと思います。 いつかは誰でも この星にさよならをするときが

６年生を送る会で 来るけれど 命は継がれていく

も歌う予定です。 生まれてきたこと 育ててもらえてこと

出会ったこと 笑ったこと そのすべてにありがとう

この命にありがとう

＜お知らせ＞
○２月９日（金）～１１日（日）まで玉村町文化センターで子ども
芸術展が開かれています。玉村町の小中学校、保育園幼稚園、
玉村高校、県立女子大の作品が展示されています。玉小の作品
も力作揃いです。是非お出かけください。

○能登半島地震の義援金は上毛新聞
社を通じて現地に寄付しました。
義援金総額は124,495円でした。


